
 

第１学年  国語 年間学習計画 （シラバス） 

 

教科目標 

（１） 話すこと聞くこと 
 相手に応じ、経験した事などについて、事柄の順序を考えながら話すことや大事な事を落とさないよう

に聞くことができるようにするとともに、話し合おうとする態度を育てる。 
（２） 書くこと 
 経験したことや想像した事などについて、順序が分かるように、語や文の続き方に注意して文や文章を

書くことができるようにするとともに、楽しんで表現しようとする態度を育てる。 
（３） 読むこと 
 書かれている事柄の順序や場面の様子などに気付きながら読むことができるようにするとともに、楽し

んで読書しようとする態度を育てる。 

学習計画 
月 学習すること 学習のねらい 時間 
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1．うれしいひ 
 
2．はきはきあいさつ 
3．おはなしききたいな 
 
 しょしゃ 
4．あいうえおのうた 
 
5．あめですよ 
 
6．わにがわになる 
 
7．はなしたいなききたいな 
 しょしゃ 
8．あひるのあくび 
 
9．てがみ 
 
10．てがみをかこう 
11．どうぶつのはな 
しょしゃ 

12．きいてきいてよんでよんで 
 
  はへを 
 
13．おおきなかぶ 
 
14．ほんがよみたいな 
15．みんなにしらせよう 
  
しょしゃ 

・学級の雰囲気に慣れ、絵の中に何かを見つけ、進んで話

そうとすることができる。 
・相手や場面に応じたあいさつの言葉を言うことができる。 
・絵本に興味を持ち、読み聞かせを楽しもうとすることが

できる。 
・字形・運筆に注意して、平仮名を書くことができる。 
・言葉や文字に関心を持ち、ひらがなを書いたり、語を書

いたりすることができる。 
・場面の様子について想像を広げ、リズムをとりながら読

み、お話の楽しさを知ることができる。 
・濁音・半濁音を含む語を探して、正しく書くことができ

る。 
・話型に注意して話したり聞いたりすることができる。 
・字形・運筆に注意して、平仮名を書くことができる。 
・言葉のリズムを楽しみながら詩を音読し、五十音表の縦

の行、横の段を読むことができる。 
・場面や登場人物の気持ちについて、想像を広げながら読

むことができる。 
・自分の体験を簡単な文型で書くことができる。 
・書かれている事柄を正しく読みとることができる。 
・字形・運筆に注意して、平仮名を書くことができる。 
・経験したことから題材を選び、友達や家族に伝えたいこ

とを話したり書いたりして知らせることができる。 
・文の中での助詞の使い方を理解し、正しく使うことがで

きる。 
・人物の動きや場面の様子を想像しながら、お話の面白さ

を楽しんで読むことができる。 
・読みたい本を探して読み、読書を楽しむことができる。 
・生活の中から書きたい出来事を見つけて、絵と文章で 
表現することができる。 

・字形・運筆に注意して、平仮名を書くことができる。 

読む６ 
     

話聞５ 
読む４ 
 
 ２ 
書く６ 
 
読む８ 
 
書く４ 
 
話聞６ 
 ２ 
読む４ 
  
読む６ 
  
書く７ 
読む８ 
２ 

話聞４ 
 
書く４ 
 
読む８ 
 
読む４ 
書く４ 
 
 ２ 
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書く 12 
 
読む３ 
読む９ 
  
書く４ 
 ４ 
書く６ 
 
読む 12 
 
書く４ 
 ４ 
 
読む 10 
 
 
 ４ 
 
言語５ 
言語３ 
書く 13 
 
言語４ 
  
言 語 ３

書く４ 
 ３ 
話聞 15 
 

 
 
 
 
 

16．かんじのはなし 
 
  かぞえうた 
17．おはなしだいすき 
・サラダでげんき 
・作文「読書感想文を書こう」 
しょしゃ 

□ことばあそびうたをつくろう 
 
18．のりもののことをしらべよ 
 う 
・作文「えんそく」 
 しょしゃ 
 
19．ようすをおもいうかべなが
ら 

・おとうとねずみチロ 
しょしゃ 
 

○かたかなをかきましょう 
  ことばのひろば 
20．よく見てかこう 
・わたしのはっけん 
○よう日のかん字をおぼえまし

ょう 
 ことばのひろば 
・作文「たのしかったこと」 
 しょしゃ 
21．いろいろなじゃんけんにつ
いてはなしあおう 

・じゃんけん 
○なんのなかまでしょう 
 ことばのひろば 
・作文「むかしあそび」 
 しょしゃ 

・漢字の成り立ちや漢数字について理解し、漢字を正しく

読んだり書いたりすることができる。 
・「かぞえうた」をリズムよくはっきりと音読することがで

きる。 
・登場人物の順序に注意し、様子を思いうかべてお話の展

開を読み取ることができる。 
・字形・運筆に注意して、漢字を書くことができる。 
・言葉遊びの面白さを知り、「なぞなぞ」を自分で考えて書

くことができる。 
・書かれていることを正しく読み取り、ほかの乗り物につ

いて調べて発表することができる。 
 
・字形・運筆に注意して、漢字や片仮名を書くことができ

る。 
・登場人物の様子を思いうかべながら読み、音読すること

ができる。     
 
・字形・運筆に注意して、漢字や片仮名を書くことができ

る。 
・片仮名で表記する言葉を集めて、書くことができる。 
 
・身の回りにいる生き物の様子をよく見て、発見したこと

を文章に書くことができる。 
・曜日や日付の漢字を正しく読んだり書いたりすることが

できる。 
 
・字形・運筆に注意して、漢字や片仮名を書くことができ

る。                           

・じゃんけんの勝ち負けの仕組みを読み取り、いろいろな

じゃんけんのやり方や仕組みについて話し合うことがで

きる。 
・仲間になる言葉を集め、それらをまとめて呼ぶ言葉につ

いて理解することができる。 
 
・字形・運筆に注意して、漢字や片仮名を書くことができ

る。 

 
言語４ 
言語３ 
書く４ 
 ２ 

2 
 
 

22．おはなしをたのしもう 
・はるのゆきだるま 
○かたちに気をつけてかきまし

ょう 
ことばのひろば 
しょしゃ 

・お話の展開を読み取り、好きなところや面白かったとこ

ろを劇や音読で発表することができる。 
・字形の似た漢字を使い短文を書くことができる。 
 
 
・字形・運筆に注意して、漢字や片仮名を書くことができ

る。  

読む 11 
 
言語４ 
 
言語３ 
 ３ 

3 
 
 

23．すきな本のことをかこう 
・ほんとともだち 
・作文「１年かんのまとめ」 
しょしゃ 

・いろいろな本を読み、好きな本を絵や文を使ってみんな

に紹介することができる。 
 
・字形・運筆に注意して、漢字や片仮名を書くことができ

る。 

書く 14 
 
書く４ 
 ２ 
 

合 計 授 業 時 数 ２７２時間 
話す聞く ３０時間   書く ９０時間 
読む   ９３時間   言語 ２９時間 

（書写   ３０時間） 



 


